
 

 

 

 

 

 

 

 

▼ご挨拶 

日ごろ、地域の皆さまには、私たちの活動へのご理解と

ご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

2023 年度の活動を、12 月 2 日に終了し、現在は

2024 年度に向けた活動の準備を進めています。2023

年度を振り返ると、延べ 1,032 人の都市部の参加者が広

瀬に集い、賑やかな雰囲気をお届けできました。また、高

大生が路線バスを使って行き来し、延べ34人が活動に参

加してもらいました。高大生の感覚で、持続可能な地域づ

くりに欠かせない公共交通機関の大切さ、若者が集うこと

で、地域の賑わいにつながること、それぞれ、他では得ら

れない貴重な体験をしました。 

今回、高大生のリアルな声・活動の様子の特集でお届け

するとともに、2024年度も引き続き、高大生とともに活

動を推進するためのお願いが裏面にございます。ぜひご高

覧ください。 

代表 浦中 綾子 

 

 

2023年度の限界集落で高大生と取り組む 

「食農体験＆子どもの居場所作り」バスでＧｏ！ 

 

【開催目的】 

１．活動を通じて、地域課題（中山間地域の現状や交通事情）

を考えるきっかけとします。 

２．持続可能な地域づくりに欠かせない公共交通機関を活用

することで、バス路線維持へ貢献します。 

３．若い力が集い、天空の里 いもい農場の活動が活性化する

ことで、地域へ賑わいを届けます。 

 

【実施概要】 

バス代（JR）補助 延べ30人分、38,540円充当 

※赤い羽根共同募金配分金活用事業 

 

【開催の自己評価】 

・合計10回、延べ34人の参加がありました。 

・高大生の視点で地域課題を考えるきっかけとなりました。 

・参加者の親・子どもから、大人気でした。 

・持続可能な地域づくりに欠かせない公共交通機関を活   

 用することで、バス路線維持への貢献の一助となりました。 

・若い力が集い、天空の里 いもい農場の活動が活性化す  

 ることで、地域へ賑わいを届けることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼他の人に聞いてもらいたいこと（原文のまま） 

活動し始めた頃は、知らない地域に飛び込んだような感覚で

そわそわしましたが、顔馴染みになってくるといつの間にか

居心地の良い場所になっていました。大人の方々は優しくて、

子どもたちも明るくて、素敵な場所だなと思いました。家族

と近くまで出掛けたときに芋井社会会館まで来たのですが、

とても静かでした。賑やかなときしか知らなかったので、不

思議な感じがしました。人が集ってさらに輝く場所なんだな

と思いました。M.Hさん（高校生） 

▼広瀬のバス停を利用した感想（原文のまま） 

・バス停でたまたまお会いしたおばあちゃんと話しました。

バスの本数の少なさはとても大変だけど、あるだけであり

がたいこと。またバス停の大きい木の下でバスを待つのが

好きとおっしゃっていました。バスが愛されていることを

とても実感した日でした。Kさん（大学生） 

・バスに乗っている人は少ないけれど、大切な移動手段だと

思った。Mさん（大学生） 

・広瀬までの道のりの景色が素晴らしい。Y.Yさん（大学生） 

平素、天空の里 いもい農場へのご理解とご協力を頂き、ありがとうございます。

活動の様子となりますので、ご高覧をよろしくお願いいたします。 
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